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　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会は、世界中で新型コロナウイルス感染症が

蔓延する中、史上初の１年延期、一部を除き無観客での大会開催となりました。

　これまで経験のない困難な状況の中で、安全な大会の実現に向けて尽力された大会関係者やボ

ランティアの皆様に心から敬意を表しますとともに、大会を応援し、ご協力いただきました区民・

事業者の皆様に感謝申し上げます。

　コロナ禍の困難な状況を乗り越え、オリンピックには 205 の国・地域と難民選手団から

11,417 人、パラリンピックには 162 の国・地域と難民選手団から 4,403 人の選手が参加し、

素晴らしいパフォーマンスを見せてくれました。日々のたゆまぬ努力で技を磨き、全身全霊で競

技に向き合う選手の姿は、多くの人々に勇気や希望、夢や感動を与えてくれました。

　また、選手たちが競い合いながらも、互いをリスペクトし、健闘を称え合う姿は、本区が進め

る多様性と調和のある社会の大切さを改めて気づかせてくれました。まさにオリンピック・パラ

リンピックが目指す、スポーツを通じた平和・友情・連帯を体現する素晴らしい機会となりました。

　本区では、東京開催が決定して以降、東京 2020 大会を区のさらなる発展に向けた重要な契機

と位置付け、区全体の良好なまちづくりに弾みをつけるため、さまざまな取組を進めてまいりま

した。選手村を擁する自治体として、世界の恒久平和を施策の根幹に据え、「健康的でいきいき

とした社会」「グローバル人材の育成と思いやり・ふれあいのあるまち」「都市観光の推進による

さらなるにぎわいの創出」「安全・安心を実感できるまち」「誰もが住みやすく、訪れやすい都市

環境」の 5つを総合的に展開していくため、中央区オリンピック・パラリンピック区民協議会

を立ち上げ、地域の皆様との密接な連携のもとに魅力と活気あふれるまちづくりに取り組んでま

いりました。

　緊急事態宣言下での大会開催により本区の取組も変更・中止を余儀なくされましたが、公式練

習会場の提供やブラジルオリンピック委員会・オーストラリアパラリンピック委員会の受入れ、

聖火リレーのセレモニー、非接触での子どもたちと選手との交流など、できる限り区民参加によ

る取組を実施し、大会を支援しました。

　また、晴海の選手村では、多くの区民の皆様から製作のご協力をいただいた「折り鶴ウェーブ」

を展開し、平和のメッセージとおもてなしの心を世界中の選手・大会関係者に発信することがで

きました。

　この報告書は、平成 25（2013）年 9月の東京開催決定から東京 2020 大会の開催までの約 8

年に渡って、中央区が一丸となって地域の活性化、おもてなし、まちづくりなどに取り組んだ記

録を後世に伝えていくため作成したものです。多くの皆様に広くご活用いただければ幸いです。
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